
レジメン名称（XP（カペシタビン＋シスプラチン)＋トラスツズマブ＋アプレピタント q3w） 胃癌 

ID             患者氏名           様 （性別    ）  

身長       cm  体重       kg  年齢       歳  体表面積    m2 

薬剤  投与量 
投与日               1 コース 3 週間 

Day 1 2 3････8･･････15･･････22  

トラスツズマブ 1 回目 8 mg/kg、2 回目～6mg 

/kg  

↓  

シスプラチン  80 mg/m2 ↓       

カペシタビン(内服) 

 

2000 mg/m2/日     ↓･････････････↓ 
シスプラチン投与日の夕から 15 日目の朝まで 2 週間内服、1 週間休み 

アプレピタント(内服) 

 

   ↓↓↓ 

1 日目：1 カプセル(125)レジメン通りに、2､3 日目：1 カプセル(80) 1×朝食後 

レジメンオーダ以外に必要な処方等 

カペシタビンの HFS 予防：Day1～ピドキサール（20）3T 3×（毎日）、 

ヘパリン類似物質油性クリーム 0.3%（ヒルドイドソフト） 2 本 1 日数回 

Day1～:アプレピタントセット 1 ヒート、1×朝食後、1 日目はレジメン通りに、カペシタビン 2×朝夕食後、day1 夕～ 14

日分 

心機能に注意 トラスツズマブ投与前には心機能を評価する（EF 50%以上） 

カペシタビン投与量 体表面積（m2） 投与量 （1 錠 300mg） 

1.36 未満 8 T 2×（2400 mg/日） 

1.36 以上 1.66 未満 10 T 2×（3000 mg/日） 

1.66 以上 1.96 未満 12 T 2×（3600 mg/日） 

1.96 以上 14 T 2×（4200 mg/日） 

注意事項 シスプラチン：尿測指示が必要ないか、確認してください。アプレピタント：内服時間に注意してください。 

カペシタビン：服用開始のタイミングに注意してください（シスプラチン投与日の夕から開始）。 

投与方法：0～2 日目（前負荷 0 日目、抗がん剤点滴投与日を 1 日目として記載） 

0 日目 1 14:00 ソルデム 1  500mL 3 時間かけて点滴、メインルートから投与 

2 17:00 ソルデム 3A  500mL 3 時間かけて点滴、メインルートから投与 

3 20:00 ソルデム 1  500mL 4 時間かけて点滴メインルートから投与 

1 日目 

 

4 00:00 ソルデム 1  500mL 6 時間かけて点滴、メインルートから投与 

5 6:00 ソルデム 3A  500mL 4 時間かけて点滴、メインルートから投与 

6 10:00 ※メインルートを止めてから 

トラスツズマブ       mg，生食 250mL  90 分かけて点滴、下の側管から投与 

トラスツズマブは注射用水で溶解：60mg/3mL、150mg/7.2mL 

7 11:00 アプレピタント(125) 内服 

8 
11:30 グラニセトロン 3mg/100mL 1V、デキサート（1.65mg）6A  

30 分かけて点滴、メインルートから投与 

9 
12:00 ※メインルートを止めてから 

シスプラチン       mg，生食、全量 500mL 120 分かけて点滴 上の側管から投与 

10 14:00 ソルデム 1  500mL 3 時間かけて点滴、メインルートから投与 

11 17:00 ソルデム 3A  500mL 3 時間かけて点滴、メインルートから投与 

12 20:00 ソルデム 1  500mL 4 時間かけて点滴、メインルートから投与  

2 日目 

 

13 00:00 ソルデム 1  500mL 4 時間かけて点滴、メインルートから投与 

14 4:00 ソルデム 3A  500mL 4 時間かけて点滴、メインルートから投与 

15 8:00 ソルデム 1 500mL 4 時間かけて点滴、メインルートから投与  


